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材料及び方法
　○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（表1）。【表１挿入】図表の挿入については、本文の内容を考慮して、希望する位置に【 】にて明示する。


結果
　○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○（図1A）。【図1挿入】○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○（図1B）。
　○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○（図2）。○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○。【図2挿入】

考察
　育種ら（2000）は、○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○。○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（Plants et al. 2012）。○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○（Saibai 1980、展示 2005）。

　本研究では、○○○○○○○○○○○○○○のご協力を頂きました。○○○○○○○○○に感謝申し上げます。「謝辞」の見出しは付けない。「ですます調」でも可。
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図１　花の構造　Ａ：花弁。Ｂ：雄蕊。Ｃ：雌蕊。
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